
 

第 ２ 号 

校訓     『自主』・『自律』・『寛容』 

学校教育目標 『自ら学び 心豊かに 高めあう 生徒の育成』 

 
みやき町立三根中学校 平成２２年５月１日発行 責任者 学校長 

学校教育目標が変わりました。『自ら学び 心身共に健康な 高めあう 生徒の育成』から 

『自ら学び 心豊かに 高めあう 生徒の育成』に 

 これまで同様、内容については大きく変わるものではありません。しかし、『心』の豊かさをより求め

ていきたいとの思いから、『心豊かに』という表現を用いました。『高めあう』の言葉の中に「知育」「徳

育」「体育」の調和のとれた教育の推進を織り込んでいます。 

 また、「めざす生徒像」として『夢や目標に向け、主体的に活動する生徒』を目指します。 

 主体的な取り組みを推進するために、①建設的な意見を出してこそ三根の生徒、②主体的に活動してこ

そ三根の生徒ということで、「言って三根」「やって三根」を合い言葉に生徒の活動を活性化させたいと 

思います。「言ってみんね」「やってみんね」「言ってみねえ」「やってみねえ」いろいろな言い方が

できると思います。味のある三根の生徒として成長して欲しいと思っています。 

 

 今回、「めざす家庭像」についても考えてみました。地域や家庭、学校が一体となって健やかな生徒の

育成のための支援をしていく必要があります。下記の点はいかがでしょうか。 

 １ 気持ちいいあいさつが聞こえる明るい家庭 

   家庭においても、朝の「おはようございます」の挨拶から一日は始まります。「おはようござい 

ます」に始まり「おやすみなさい」で終わる、そんな挨拶が聞こえる家庭をつくりましょう。 

 ２ 共に学び、子どもとの時間を大切にする家庭 

   多感な中学生の時期ではありますが、やはり家族と過ごす時間を楽しみにしています。 

   その中でいろいろな悩み・相談事も出ると思います。親の考えを伝えたり、よきアドバイスのチ 

ャンスと捉え、一緒に考えることも大事だと思います。それが「親身」ではないでしょうか。 

 ３ 子どもの良さを認め、将来を語る家庭 

   親や周囲に「よく思われたい」と思わない生徒はいません。結果の善し悪しではなく、本人の頑 

張りをしっかり認め、賞賛してあげることが本人の自信につながります。 

また、将来についての見通しを持つ大切な時期でもあり、中学校生活を左右すると言っても過言で 

はありません。「めざす生徒像」ともリンクしますが、夢や希望・目標をつかむための温かい支援が

できる家庭が生徒には必要です。 

 

 以上のように、生徒の主体的な学びと学校・家庭・地域の連携した支援がよりよい生徒の育成につなが

ると思います。生徒のために、それぞれの立場で協力しながら進めたいと思います。 

 どうぞ、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

                                        

 

            ぴかぴかの制服に身を包み、６３名の１年生が 

入学してきました。 

教育委員会の告示・来賓の祝辞をいただき、１年 

生も気持ちを新たにしたことでしょう。 

                    裏面へ 



学校長の式辞では、下記のような内容の話をしました。（概略） 

 

１ 「 中学校の位置づけ 」 

  大人になるための準備が本格的に始まる最初の段階である。学力や知識、 

 社会人としてのルール・マナー、心と体、行動や考えなどを学ぶところで 

 あり学ぶ時期である。 

 

２ 「 目標をしっかり立て、目標実現に向け頑張ろう 」 

  アメリカ大リーグ、レッドソックス投手、松坂大輔選手の例をあげました。 

  松坂選手は、高校時代『目標がその日その日を支配する』という言葉を、よく口にしていた。すでに、 

プロ野球選手になるという目標の実現のために、その日その日を大事に使っていたということだ。高

校時代の、その日その日の努力の結果が、現在の松坂選手を築き上げている。 

日々の努力が、目標達成の一番の近い道である。 

大きな目標の達成のためには、小さな目標達成を大事にしてほしい。 

 

３ 「 挑戦する 」 

  挑戦することで多くを学ぶ。失敗や間違いは頑張った証である。「失敗は成功のもと」と言われ、失

敗することも大切であり、また失敗しない人はいない。失敗を恐れることなく、挑戦しよう。 

  「言ってみよう・やってみよう」を合い言葉に、三根中学校の一員として一人一人が積極的に挑戦す

る学校生活を送って欲しい。 

『三年後の大きな成長のために、一日一日を大事に過ごして欲しい。』  

 
 

   平成２２年度が始まり、1ヶ月が過ぎました。始業式・入学式・家庭訪問・修学旅行・自主研修・ 

宿泊訓練・部活動入部と慌ただしい 1ヶ月でした。生徒たちは、その慌ただしい中でしっかりと目 

的を持ち学習していました。しかし、4月当初から、生徒の生活が非常に乱れてきています。 

   一部の生徒ではありますが、その影響は広がる可能性もあります。お子様としっかり向き合い対 

話をしていただき、中学生としてあるべき姿・何をすべきか・様々な誘いの中でどう対処すべきか 

等についてご確認いただければと思います。 

   以下の点が特に目立っています。 

  １ 服装の乱れがある。 

   頭の先から足の先までを見てみると、眉・髪型、名札、着装に問題があるようです。 

  ２ 時間を守らない。 

   遅刻もありますが、授業開始・清掃・部活動が始まってもその場所にいないことがあります。 

各種行事を行いましたが、集合時刻に間に合わない等、時間を十分に意識していないようです。 

  ３ 素直さに欠ける言動がある。 

   いろいろな場面で指導をしますが、その指導に素直に従わない場合や望ましくない言葉を遣うこ 

とがあります。 

  ４ その他 

   地域の方から生徒に関する喜ばしくない情報をいただいています。 

 

    このような状態は、決して全ての生徒ではありません。しかし、集団心理・雰囲気というものは 

非常に怖いもので、一気に広がり、それが当然のような錯覚に陥ります。 

今後、保護者の皆様、地域の皆様と共に生徒の健全な成長に向け、結束してあたりたいと思って 

います。今後、新たな取り組みとして、御協力をお願いすることが出てくるかもしれませんが、御 

理解と御支援をよろしくお願いいたします。 

５月９日【日】授業参観・PTA総会には必ずご出席ください。 


